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「『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育のあり方」に関わる研究 

～自ら考え行動できる児童・生徒の育成を目指した防災教育～ 

 
                         福井 智之 （橋本小学校） 
                         田中 穣一 （田名北小学校） 
                         清水 紘人 （若草中学校） 
                         飯尾 知子 （小山中学校） 
                         嵜山 浩人 （星ヶ丘小学校） 
                         岡部 尚紀 （総合学習センター） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
Ⅰ はじめに 

１ なぜ防災教育なのか 
 

近年、犯罪の増加や交通事情の複雑化、異
常気象などにより、児童・生徒の安全がおび
やかされてきている。平成２０年には学校保
健安全法が改正され、その中の「第三章 学
校安全」の中に以下の項目が追加された。 

 

 

 

 

 

 また、小・中学校の学習指導要領解説 総
則編には次のように示されている。 

 

 

 

 

 

これらから、安全に関する指導を一層充実
させていくことが重要となっている。しかし、
安全に関する指導とは、生活安全、交通安全、
防災安全と幅広い。防災安全には、風水害、
火事、地震と様々な要素がある。 

そこで、私たちは、これらを全てまとめて
扱うのではなく、地震災害に関する防災教育
に焦点をあて、研究を深めていくこととした。
理由は以下の２点である。 

☆ ３.１１の東日本大震災では、東北地方を
中心として多数の学校、児童・生徒等に甚
大な被害が生じ、児童・生徒等の危険予測・
危険回避能力を高めるための防災教育・防
災管理等を見直す必要性が改めて認識され、
文科省の「東日本大震災を受けた防災教
育・防災管理等に関する有識者会議」最終
報告（平成２４年７月）においても指摘さ
れている。 

☆ これまでの防災教育は、過去の地震被害
の恐ろしさを教える知識教育に重点が置か

 東日本大震災は、多数の学校、児童・生徒等に甚大な被害を及ぼした。これらをきっかけ
に児童・生徒等の危険予測・危険回避能力を高めるための防災教育・防災管理等の見直しが
急務とされてきている。しかし、本市の防災教育は整備の途上である。 
 また、東日本大震災から２年が過ぎようとしている現在、児童・生徒の防災に関する意識
が薄らぐことが懸念される。そこで私たちは、児童・生徒の意識を探るために防災に関する
アンケートを実施し、それをもとに「子どもたちにつけたい力」を設定した。学校における、
防災組織、防災訓練、防災教育の取り組みの３点について研究をすることを通して、研究の
テーマに迫っていきたい。 

第２７条 児童・生徒等に対する通学をふく
めて学校生活その他の日常生活における安
全に関する指導を重視し、安全に関する情報
を正しく判断し、安全のための行動に結びつ
けるようにすることが重要である。 

３体育・健康に関する指導（第１章第１の３）
 さらに、安全に関する指導においては、身
の回りの生活の安全、交通安全、防災に関す
る指導を重視し、安全に関する情報を正しく
判断し、安全のための行動に結びつけるよう
にすることが重要である。

－ 64 － － 65 －



- 66 - 

れがちで、「安全に関する情報を正しく判断
し、安全のための行動に結びつける。」とい
う実践は十分であったとは言い切れない。
地震大国とも言われる日本は、今後も大規
模な地震が発生する確率が高く、早急に防
災教育を充実・推進していく必要がある。 

 

２ 防災意識アンケート調査 
 
本市の児童・生徒の防災に関する意識を探

るために、次のようにアンケート調査を実施
した。 
(1)目的 

東日本大震災は、多くの児童・生徒が学校
管理下において起きた大地震であり、また、
ほとんどの児童・生徒にとって初めての経験
であった。日頃の防災教育は、知識として身
についている部分があるものの、子どもたち
の実践に十分に生かされていたか疑問が残る。
特に、校庭へ避難した子どもから「こんなこ
とが起こるなら、もっと真剣に避難訓練にと
りくめばよかった」との声が複数あがってい
た。 

これは、現実に起こったことに対して“ど
のように対処してよいかわからない”という
不安の現れの言葉であり、災害時に必要な実
践的な知識や技能が、今までの防災教育の中
で十分に育まれていなかったと推測できる。
また危機意識が薄く“自分の身に大災害が起
こるはずがない”と漠然と思い、身近にある
危険の予測ができていないと考えられる。 

そこで、児童・生徒が大地震の際にどのよ
うに行動したのかを検証し、今までの防災教
育の成果と改善すべき点を明確にした。 

また、児童・生徒の防災に対する意識や防
災学習へのニーズを把握することで、今後の
本市における防災教育の基盤をつくるための
参考資料となることを目的とした。 

(2)対象 

研究員が所属する小・中学校の児童・生徒

を対象とした。 

・児童 ： 発災時４年・現６年 ２５０名 

・生徒 ： 発災時１年・現３年 ２８８名 

(3)時期 
 この調査を実施したのは、東日本大震災発
生から約２年後である。 
・平成２５年２月１８日（火）～２２日（金） 
(4)内容 

調査内容は、次に示したとおりの３点とし、
質問事項を１５項目設定した。 

①大震災時の児童・生徒の状況 
子どもたちの避難行動は、状況によって異

なることが予想される。そこで、「安全で的確
な避難行動とはどうあるべきかに関する基礎
知識を身につけているか」、「揺れを感じたと
き、その基礎知識をいかして行動できたか」
を問うことで、学校での防災教育が実際の避
難に生かされていたかを検証し、今までの防
災教育の成果と課題を見いだすものとした。 

②今までの防災教育 
学校での防災教育を、児童・生徒がどのよ

うに感じているかについて質問した。また、
児童・生徒が防災についてどんな内容を学び
たいのかについて調査し、分析した。 

この結果をもとに、防災教育の有用性・必
要性を高める防災教育とはどうあるべきかに
ついて考察し、本研究の検証実践をより実態
に即したものとするための調査内容とした。 

③家庭、地域での防災対策 
家族において日頃から防災についての話し

合いがなされているかについて質問した。ま
た、自分が在住する地域の避難場所や災害備
蓄物を知っているかどうかについて質問した。  

これにより、災害への日常の備えの実態を
把握することとした。 

(5)結果 

①大震災時の児童・生徒の状況 
大震災時、調査をした中学校は２校とも授

業中で９割の生徒は学校にいた。一方、小学
校２校のうち 1 校は下校後で、小学生のおよ
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そ６割が学校以外の場所におり、校外にいた
約半数が子どもだけで過ごしていた。 

揺れを感じたとき、基本的な安全行動をと
ろうと考えたか〈グラフ１〉、また、実際に行
動できたか〈グラフ２〉という質問に対して
は、ほぼ５割の児童・生徒が安全行動を考え
行動できたと答えた。これは日頃の防災学習
や避難訓練の成果と考えられる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、残りの半数近い児童・生徒は、基

本的な安全行動を考えられず、実際に行動す
ることもできていないと回答している。大地
震発生時に何の対処もできず右往左往してい
た児童・生徒がいたと推測できる数値結果で
ある。これは深刻に受け止めるべきである。 

更に『その他』の回答には「気にせず遊ん
でいた」「避難経路確保のためドアや窓を開け
た」「家具を押さえた」などがあり、危機意識
が希薄である子どもや、現在では有効とされ
ない知識をもとに行動している子どもが少な
からず存在していることが予想できる。 

②今までの防災教育 
学校で行われている防災教育についての質

問に対する回答である。防災学習や避難訓練
は必要か？については、９割の児童・生徒が
必要、１割が不必要であると回答した。その
主な理由は次のとおりである。 

 
◇必要・・・９割 
・いざというとき、何をすればよいかわかる 
・訓練しておけば、冷静に行動できる 
・３・１１の時、親がいなくて何をしていい

かわからなかった 
◇不必要・・１割 
・どうせ訓練の通りにいかない 
・真面目に訓練していないから意味がない 
・それほど大きな災害は起こらない 
・１度やればわかる ・面倒くさい 
・先生から指示をもらえば困らない 
 

これらから、防災教育や避難訓練の意義に
対する理解度は高いが、なかには、避難訓練
に危機感がなく臨む者もいることがわかる。 

更に注目したいのは、防災学習が必要また
は必要でないと考える双方の理由の中に、下
線部のように大人を頼った内容の回答が存在
することである。 

学校の避難訓練では、秩序だった避難のた
めに大人の指示に従うことを繰り返し伝えて
きた。それは間違いではないと考える。しか
し、大人がいない中での被災の可能性を考え
ると、状況を見極め自ら判断し臨機応変に行
動する力を育てることが必要だと考える。 
 次に、防災学習で学びたいこと〈グラフ３〉
の回答内容として小、中学生ともに上位に挙
がったのが、「災害に備えて準備すべきもの」
「地震発生直後に取るべき行動」であった。
実践的な知識や方法に対するニーズが高い。
また、「地域の災害や危険な場所について」の
回答も多く、自分の暮らす地域への関心の高
さもうかがえる。 
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③家庭、地域での防災対策 
地域の避難場所についての回答は、〈グラフ

４〉が示すように、小・中学生でほとんど差
異がない。しかし、家庭での防災の話し合い
に関しては、中学生のほうが少なくなってい
る〈グラフ５、６〉。子どもたちの防災意識は、
家庭の意識の高さも重要な要素であるので、
学校での防災教育のほかに、家庭・地域と連
携して防災意識を高める必要があると考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

Ⅱ 研究内容 

アンケート結果と次の報告をもとに、本市
の＜子どもたちにつけたい力＞を次頁の一覧
表にまとめた。 

 

「東日本大震災を受けた防災教育・防災管
理等に関する有識者会議」最終報告（平成２
４年７月）より 

 
災害発生時に、自ら危険を予測し、回避す

るための「主体的に行動する態度」を育成し、
支援者となる視点から安全で安心な社会づく
りに貢献する「共助・公助」の精神を育成す
る防災教育は重要である。 
・小学校段階 

低学年では、教職員や保護者など近くの大
人の指示に従うなど適切な行動ができるよう
にする。 

中学年では、災害の時に起こる様々な危険
について知り、自ら安全な行動ができるよう
にする。 

高学年では、日常生活の様々な場面で発生
する災害の危険を理解し、安全な行動ができ
るようにするとともに、自分の安全だけでな
く、他の人々の安全にも気配りができるよう
にする。 
・中学校段階 

地域の過去の災害や他の地域の災害例から
危険を理解し、災害への日常の備えや的確な
避難行動ができるようにする。また、学校、
地域の防災や災害時のボランティア活動の大 

切さについて理解を深めるようにする。 

 

また、＜子どもたちにつけたい力＞を育む
ために、学校における次の３点について研究
をすすめた。 

１ 防災組織 
２ 防災訓練 
３ 防災教育 
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＜子どもたちにつけたい力＞ 
① 災害発生時に、自ら危険を予測し、回避するための主体的に行動する力 

② 安全で安心な社会づくりに貢献する「共助・公助」の精神 

－ 68 － － 69 －



- 70 - 

１ 防災組織 
 

(1)事前対応 

 相模原市教育委員会が発行した「学校安全
の手引 地震編」には、「東日本大震災におい
て、今までの学校安全計画では対応できない
様々な課題が生じた」とある。職員の参集体
制や組織などの事前準備が十分に整備されて
いなかったことが原因として考えられるため、
各学校の職員体制や地理的状況を踏まえ、避難
所運営委員会の実情に応じて、具体的で実効性
のある計画作成することが求められている。 

そこで、より学校の実態に即した学校防災
組織（事前対応）を次のように考えた。（図１）
本組織は既存の校内組織を活用し、日常的な
活動に対応可能なものとした。また、児童・
生徒の安全を守る組織としただけでなく、＜
子どもたちにつけたい力＞を育むための組織
とした。教職員に対しても研修等で意識を高
めることも意図している。 
 

 

 

 

 

 

 

図１ 学校防災組織（事前対応） 
 

主な役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)発生時対応 
 学校は、「東海地震予知状況」「東海地震警
戒宣言」が発令された場合や震度５強以上の
地震が観測された場合に「校内災害対策本部」
を設置し、初期対応を行う必要がある。 

そのためには、実際に警戒宣言が発令され
てから、または大地震が発災してから組織を
つくるのではなく、事前に組織編成し、備え
ておくことが必要であると考えた。参集した
職員をそれに配当していくことで災害に対応
できるよう、次のように学校防災組織（発生
時対応）（図２）を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学校防災組織（発生時対応） 
 

 

主な役割 

 

 

 

 

避難完了・人員確認まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学校運営委員会 

・取り組み反省、検討、次年度方向性 

◇安全主任 

・学校防災計画策定 各係のとりまとめ
◇安全管理 

・日常的な施設・設備点検等の実施 

◇防災教育 

・防災教育の計画、実行 

◇防災訓練 

・防災訓練の計画、実施、反省 

◇研修 

・防災に関する研修の実施、反省 

◇総括本部（校長・教頭） 

 各班を統括して、児童・生徒の安否確認、
校内の被害状況把握、情報収集、市教育委
員会との連絡調整を行う。 

◇避難誘導、安否確認班（学年） 

 ・児童・生徒の避難誘導および安否確認
・安否確認後、他の係を手伝う。 

◇初期消火・安全点検班（級外職員） 

 ・火災が発生した場合は初期消火する。
 ・施設等の被害の確認を行う。 

◇情報収集班（教務・副教務） 

 ・校内外の被害状況を確認し、安全を確
認する。情報を収集する。 

◇救護班（若手教諭を中心に） 

 ・校内外の負傷者の救出・救命に当たる。
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人員確認後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災訓練 
 

 文部科学省「生きる力をはぐくむ防災教育」
では、「学校における安全教育、安全管理を
効果的に進めるためには、地域関係機関・
団体との連携を、普段から深めておくこと
が大切である。」としている。さらに、相模
原市教育委員会発行の「学校安全の手引き 
地震編」には、「児童・生徒と保護者、地域住
民が一緒に訓練に取り組むことに意義があ
る」としている。災害に強い地域づくりの基
盤は、同じ地域に住む者同士のつながりであ
り、訓練の中で互いに協力し合う体験がそう
した機運を醸成することに繋がるとしている。 

このように、児童・生徒の安全を確保し、
防災意識を高めるためには、学校だけの取り
組みだけでなく、保護者や地域、関係機関と
の連携を深め地域社会で取り組んでいくこと
が求められている。 

そこで、次の３点の地域と連携した避難訓
練を考えた。 

(1)小・中合同引き渡し訓練（図３、４） 
相模原市教育委員会発行の「学校安全の手

引き地震編」には、児童・生徒と保護者との
連絡方法や状況に応じた引き渡し方、帰宅方
法を事前に保護者と十分に協議して決め、災

害時の学校の対応や連絡方法等を話し合うな
ど連携を密にしておく必要があるとしている。  

それを受けて、相模原市教育委員会は小・
中校長会と連名で、市内全小・中学校へ一斉
に、合同で引き渡し訓練をするよう指示した。 

次は、研究員の所属校での実践および教職
員、児童・生徒等の感想である。 

1）ねらい 
・小・中学校が合同で引き渡し訓練を行う

ことで、児童・生徒を安全にかつ速やか
に保護者に引き渡す。 

2）想定 
東海地震警戒宣言発令 

3）事前指導 
・防災緊急カードの確認及び回収 
・防災緊急名簿を作成（出席簿に貼付） 
・「おかしも」の掲示の確認 
・児童・生徒用防災頭巾の確認 
・各教室の避難経路の確認 

 ※事前指導においては、相模原市教育委員
会発行の「平成２５年度版 防災ガイドブ
ック災害その時わたしたちは」を活用した。 

4）日時 
平成２５年５月２日（木）５校時 

5）実施方法 
14:00～東海地震警戒宣言発令（放送） 
・放送の指示に従い、帰りの用意。 
・持ち物…ランドセル、上履き入れ、防災

頭巾、外靴 
14:08～避難開始 

 ・放送の指示に従い移動する。 
・防災頭巾をかぶり、上履きのまま外靴を

もって避難する。 
・各担任は、ヘルメットを着用し、出席簿

をもって避難誘導する。 
・約２分おきに１→２→３階の順に避難を

行う。 
14:15～校庭の避難場所に整列する 
14:20～児童人数の確認 
・異常の有無を確かめて、避難状況を教頭

◇引き渡し・留め置き班（学年数名） 

 ・あらかじめ決められた方法で、保護者
への引き渡しを行う。引き渡し不能な児
童・生徒は、学校に留め置く。 

◇施設復旧班（級外職員・学年から） 

 ・校内の留め置き場所確保、避難所開設
に向けて、施設に破損箇所があれば安全
が確保できるようにする。 

◇連絡班（教務・副教務） 

 ・保護者・関係機関への連絡を行う。 

◇救護班（養護教諭を中心として組織する） 

 ・負傷者がいる場合、救護に当たる。 
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に報告する。  
・教頭は、全学年の集計がそろい次第、校

長に報告する。 
 14:25～安全管理部からの話 

・引き取り訓練の意義について 
14:28～学校長の話 
・地震などの災害について 
14:30～教務主任の話 
・引き渡しの説明について 
14:35～引き渡し開始。 
・保護者と下校する。 

 15:00～引き渡し終了 
・学級毎、引き渡し状況を教頭へ報告 
・保護者へ引き渡せなかった児童は、朝礼

台前に集合させ待機。 
・担任は、保護者と連絡を取り、引き取り

を要請する。 
 15:15～解散後 
・学級担任は、残った児童の保護者へ連絡

を取り、状況を確認する。 
 

◆保護者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

◆教職員の感想 

 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 
◆児童・生徒の感想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ 小・中合同引き渡し訓練 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 小・中合同引き渡し訓練 

小中合同で同日開催の訓練は災害に備えて大
変価値あるものである。実際の引き取り行動に対
する具体的・実際的なイメージがつかめた。 

合同開催の方法や２つの中学校の対応の相違
などに課題が残る。 

中学校と合同で行うことで、保護者の方の意識
も高まったと思う。また、保護者が訓練のために
仕事を休む回数も１回ですみ、良かったのではな
いか。 

１つの小学校から複数の中学に進学する学校
では、引き取り方法が学校毎に違うと問題が起き
たのではないか。全市で同じ方法の取り組みにす
ることは難しいのだろうか？ 

雨天時または途中から雨になったときの対応
の仕方をもう少し細かく決めておく必要がある。

私には近所の中学生の友だちがいて、その友だ
ちのお母さんが出かけていなかったので、私のお
母さんがその友だちと私を引き取りました。一人
で二人を守ることは難しいと思いました。 

地震の時に、親が必ずむかえに来てくれること
が分かって安心しました。この前の地震の時、誰
も家にいなかったからです。 

「もし、お父さんやお母さんが迎えに来られな
かったら、おばあちゃんが迎えに来てくれる」と
いうことを、引き渡し訓練が終わった後話し合い
ました。
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(2)消防署との抜き打ち訓練 
 相模原市教育委員会が発行した「学校安全
の手引き 地震編」には、「消防署、警察署等
に対して、災害が起こった場合に連絡すべき
事項や協力を要請する事項などについてあら
かじめ定めておく必要がある。また、防災訓
練の際、実地の指導や講評等について、関係
機関の協力を得るなどする。」としている。 

 また、災害は予測不能であり、不測の事態
を想定して様々な訓練を行うことは大切であ
り、特に、第 1 次行動については、地震の際、
瞬時に「安全な場所」を探して身を守る行動
をとれるようにすることはきわめて重要なこ
とだと考えた。 

そこで、消防署と連携した抜き打ち訓練を
設定し、消防署員から、指導・助言をいただ
くことで、地震で揺れ始めたときにとるべき
行動について考えさせる機会とし、ねらいに
せまった。 

次は、研究員の所属校での実践、および教
職員、児童・生徒等の感想である。 

1）ねらい 
・地震発生時、状況に応じて安全な場所に

避難し、自分の身を守ることができる。
（第１次行動） 

・地震後、「おかしも」の約束を守って安
全に避難できる。（第２次行動） 

・高学年児童は、自分の安全だけでなく他
の人々の安全にも気配りができる。 

2）日時 

平成２６年２月７日（金）昼休み 
3）事前指導 

 ※相模原市教育委員会発行の「平成２５年
度版 防災ガイドブック 災害その時わ
たしたちは」を活用し、次の事項を事前
指導した。 

 ・自然災害（地震）の恐ろしさについて 
 ・地震発災時の基本行動（第１次行動）に

ついて 
「すぐに安全な場所に避難すること」 

「頭を守って安全姿勢をとること」 
・安全な場所について 

「物が落ちてこない」「倒れてこない」 
「移動してこない」であること。 

・地震後の避難場所への安全な移動の仕方
（第２次行動）について 
「放送の指示に従うこと」 
「お・か・し・も の約束を守ること」 
「防災頭巾を着用すること」 

・高学年児童の行動について 
「年少者や負傷者等がいる場合、一緒に

行動すること」 
4）事後指導 
 ・地震が起きたときの基本行動について振

り返る。 
 ・地震がおさまったあとの避難場所への移

動の仕方について振り返る。 
 ・高学年においては、共助・公助の視点で

振り返る。 

5）実施方法 

 13:15～地震発生（放送） 
・全クラスの給食返却を確認後、放送を開

始する。 
13:17～避難指示（放送） 
・教職員は、児童を落ち着かせ、放送をし

っかり聞かせる。 
・教職員は、冷静に避難の指示を出す。 
13:18～避難開始 
・教職員は、児童を安全場所へ誘導する。 
・児童は、何も持たずに上履きのまま避難

する。 
13:20～避難完了 
・校庭の避難場所に整列する 

 13:25～児童人数の確認 
・学級担任は、児童の人数を確認し、異状

の有無を確かめて、避難状況を教頭に報
告する。 

・教頭は、全学年の集計がそろい次第、異
常の有無および避難の完了状況を、校長
へ報告する。 

－ 72 － － 73 －



- 74 - 

13:35～安全管理部からの話 
・第一次避難の大切さについて 
13:40～消防署の方の話 
・大きな地震が起こったときにとるべき行

動にについて 
14:45～学校長の話 

※「自分の命は自分で守る」について 
◆消防署の方の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆教職員の感想 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

◆児童の感想 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

(3)避難所運営訓練 

相模原市教育委員会が発行した「学校安全
の手引 地震編」Ｐ.３５によると、「教職員
は年間時間の７８％は学校にいない」との結
果が報告されている。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 学校安全の手引 地震編 Ｐ．３５より 
 

そのため、教職員が発災時すぐに避難所運
営に携われるとは限らない。避難所の運営主
体は地域自治体であり、教職員は、学校へ駆
け付け次第、運営補助活動を行うことになる。 

そこで、災害時の具体的な対応を確認する
ために、地域の自主防災組織主催の避難所運
営訓練に積極的に参加することとした。 

参加者は、管理職だけでなく、防災安全担
当教職員等および希望生徒とした。 

学校は「児童・生徒の安全確保」と「学校
教育活動再開」を第一優先することについて、
地域へ理解を求めることもねらいとした。  

生徒への指導のねらいは、災害時のボラン
ティア活動への興味関心を高めることとした。 
 実践事例は次のとおりである。 

＜相模野自治会避難所運営訓練＞（図６、７） 
 ６月９日、若草中学校を会場として相模野
自治会主催の避難所運営訓練を実施した。地
域住民、学校教職員、生徒あわせておよそ
１００名参加した。体育館を避難所と想定し、
地区班ごとに受付け、そして整列をした。 

 その後、炊き出し、応急救護、仮設トイレ
設置、濾水機運転、車いす体験、備蓄庫見学
を順番にまわり、それぞれの運営方法につい
てのレクチャーを受けた。      

学校に職員がいる時間と 
誰もいない時間の割合 
 

 

 

 

 

１５％

７％
７８％

ねらいを焦点化して、防災訓練を行うことは大
切である。特に、地震時の安全行動や安全な場所
を定義づけられたことは良かった。 

中、高学年においては、大人の指示ではなく、
児童自らの安全行動が目的であった。しかし、先
生方の指示が多く、大人に頼ってしまう場面が見
られた。 

自分の命もみんなも命も瞬時に行う行動が大
切だと思いました。 

図書室にいて、訓練の放送が入ったときはびっ
くりしました。低学年の子がいたから、「机の下
に潜るんだよ」「いっしょに校庭に行こうね」と
声を掛けました。 

突然の避難訓練で、びっくりしましたが、消防
署の人の話を聞いて、自分の頭で考えて行動する
ことが大切だと気づきました。 

事前に知らされないで、防災訓練を行うことは
非常に有意義である。 

地震で揺れているときは、まず自分の身の安全
を守ることが大切。 

本当に地震がある場合は、学校にいるとは限ら
ない。また、近くに大人がいるかどうかも分から
ない。自分の意志で身を守り「おかしも」を守っ
て避難場所へ移動できるようになってください。
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 炊き出しは、アルファ米の処理の仕方とお
湯を沸かすためのかまどの設置を実際に行い
カレーライスと豚汁をつくり、皆で試食した。 
 応急救護は竹と毛布で簡易的な担架を作り
実際に要救護者を運搬した。大人４人がかり
で運ぶと安定することがわかった。 

仮設トイレは、学校のマンホール上に設置
するタイプのものを実際に組み立てた。学校
内のトイレは、学校再開後に使用するため避
難所では使わない方針とのことであった。  

濾水機運転は、電気があれば電動で、停電
時は手動で動作するハイブリットタイプの濾
水機を実際に使用した。プールの水を子ども
の力でも簡単に濾過できた。ただし、保健所
の指導により原則として飲用にはできないが
トイレやシャワーの水として使用可能である
ということだった。 

 車椅子体験は、運転のしかたや介助のしか
たなどを障害物コースで体験した。 

 備蓄庫の見学は、庫内に何がどのくらい備
蓄されているかを確認した。自治会員８００
名がおよそ１週間避難所で生活できるものを
保管しているということだった。 

 自治会の役員は設備について熟知しており
心強かった。不測の事態に備えて学校教職員
も使用方法などを理解していく必要があるた
め、このような避難所運営訓練は定期的に継
続して実施する必要があると感じた。 

 参加生徒は、避難所の運営に興味関心をも
ち、ボランティア活動への意欲が高まること
となった。 

  

 

 

 

 

 

 

 
図６ 相模野自治会避難所運営訓練 

◆自治会の方の感想 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◆教職員の感想 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

◆生徒の感想 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

生徒と自治体の方が写っている写真 
 
 
 

図７ 相模野自治会避難所運営訓練 

たくさんの地域の方に加え、生徒や先生にも参加
していただいてよかった。 

少しでも避難所の運営に興味をもってもらえれば
いいと思う。 

これからもこのような避難所運営訓練を実施して
いきたい。 

自分の勤務校にこれだけの非常用設備があるとは
知らなかった。 

毛布一枚で大人が乗れるような担架が作れること
を知った。 

初めて参加したが、想像以上にいろいろやること
があって大変だと感じたが、万が一に備えて知識を
得ておく必要は十分にあると思う。 

プールの水が透明な水に変わることに驚いた。飲
むのには抵抗があるが…。 

本当に地震が起こって避難所になったら、私も協
力したいと思う。 

毛布の担架は揺れがすごくて怖かった。 
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３ 防災教育 
 

(1)各教科等との関連 
 
 
 

 
①小学校版 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年度当初
国語 避難経路の確認

・書道室
・図書室

仕事リーフレットを作ろう
・命を守る仕事について調
べる。

社会
わたしたちのまちのしらべ
土地の様子について知る。

水を引く
洪水の被害について。

スーパーマーケットで働く
人たち
・非常食の売り場を確かめ
る
・地域社会における災害及
び事故の防止
・市内巡り市内の防災施設
について知る。

算数 避難経路の確認
・少人数教室

割り算の筆算
・備蓄庫の非常食が何日く
らいの避難まで対応できる
か。

概数の表し方
・震災に関するデータ（募
金，支援金など）を概数で
表す。

理科 避難経路の確認
・第一理科室
・第二理科室

電気の働き
・光電池が使われている道
具を知る。

光のせいしつ
電気で明かりをつけよう
・電気を通すものなどを知
り，停電時に備える。

生活 避難経路の確認
・生活科ルーム

学校案内
・非常口や消化器，消火栓
の場所を確認する。

町探検
・防災に関する施設などを
扱う。

たこあげ
・相模川の増水

音楽 避難経路の確認
・音楽室

図画工作 避難経路の確認
・図工室

防火ポスターづくり（全学
年）

ギコギコトントン
・かなづちの使い方を学
び，災害時に役立てる。

家庭 避難経路の確認
・調理室、被服室
・ＰＣ室

体育
避難経路の確認
・校庭
・体育館
・プール

けがの防止（全学年） 運動会の練習中に竜巻が
起きたら（全学年）
・竜巻から逃れる方法につ
いて学ぶ。

道徳
外国語活動

避難経路の確認
・少人数教室
・視聴覚室

総合的な
学習の時間

防災ハザードマップを作ろ
う

学校や地域の安全を点検
しよう
（★授業実践例P.16～）

特別活動
（低学年）

子ども110番の家
通学路の確認
安全な登下校

地震の仕組み
安全な避難の仕方
遠足時の安全（江ノ島に津
波が来たら）

雨天時の安全な過ごし方
遊び場や行き帰りの安全

夏休みの安全な過ごし方
落雷の危険
川で増水が起きたら

安全な避難の仕方と危険
予測

特別活動
（中学年）

通学路の確認
安全な登下校

地震の仕組み
避難訓練への積極的な参
加

雨天時の安全な過ごし方
こども110番の家
遠足時の安全

夏休みの安全な過ごし方
落雷の危険
川で増水が起きたら

避難訓練への積極的な参
加と危険予測
校庭や屋上の安全な使い
方

特別活動
（高学年）

通学路の確認
安全な登下校
雨天時の事故と怪我

地震の仕組み
避難訓練の意義
安全な集団行動

引き渡し訓練（全学年）
意義と，帰宅後に避難場所
などについて家族で話し合
う。

夏休みの安全な過ごし方
落雷の危険
川で増水が起きたら

避難訓練への積極的な参
加と危険予測
校庭や屋上の使用法と事
故防止策

避難経路の確認
・学級教室

低学年 中

いつ起こるかわからない災害に対し、自ら考えて行動できるようになるには日常から災害
のことを考えておかなければならない。１日の３分の１を学校で生活している児童・生徒に
おいては、学校生活を送る中でのさまざまな場面（たとえば授業はもちろん、休み時間や給
食、放課後の諸活動など）で災害を意識付けさせる必要があると考える。（次頁へ続く） 
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災害に対する意識付けを図るには、まずは授業を活用しようと考えた。防災教育における
〈子どもたちにつけたい力〉を、各教科等の指導内容と関連づけられる内容はないかを調べ
た。なお、意識付けを目的にしているので、内容は一単位時間ではなく、導入部分や展開の
一部分など、授業の中に話題として取り上げられるだけでもよいのではないかと考えた。以
降は、防災教育と小・中学校の各教科等の単元・題材の指導内容を関連づけて「ワンポイン
ト防災教育」が実施可能な単元・題材を一覧表にまとめたものである。 

百年後のふるさとを守る
・伝記を読んで自分の住ん
でいる地域の災害について
考える。

ようこそ私たちのまちへ
・防災パンフレット作り

海辺の三浦市
・三浦半島は地震や津波
の被害を受けやすいことを
扱う。

火事を防ぐ
・火災の時にどのように行
動したらよいかを考える。

くらしを支える情報
・緊急地震速報の仕組みを
調べ，情報を生活に生かせ
るようにする。

日本は世界のどこにある
の？
外国と比べて日本は地震
が多く発生することを知る。

国土の保全のための森林
資源の働き及び自然災害
の防止
環境を守る人々
・自然災害の写真を読み取
る活動を通し，災害の種類
様子について調べ，備える
大切さに気づく。

これからの世界と私たち
・大災害が起きたときの国
際協力について。

棒グラフと表
・適切に地震や災害などの
情報を処理することができ
るようにする。

速さの表し方を考えよう
・地震や津波の速さや波が
到達するまでの時間を求
める。

かげのでき方と太陽の光
・ソーラー電池など，電気
エネルギーの大切さなどを
考える。

雲と天気の変化
・雲の種類による天気の変
化が予測できることを学習
し，防災について考える。

流れる水の働き
・川の流れと災害

大地のつくりと変化
・大地の作りと地殻変動を
学ぶことで地震の知識を得
る。

手順を考えて安全に注意し
よう
・災害時のガスコンロの利
用
高めよう自分の体力
・友達を二人でがこぶ練習
をする。

水泳学習（全学年）
・プールで地震が起きたら

ボランティアをしてみよう 助け合って生きる

安全な集団行動
遠足時の安全
・もしも地震が起きたら

火の怖さについて
冬休みの安全な過ごし方

暖房器具の安全な使い方

屋外への避難の仕方
火事に気をつけよう

冬休みの安全な過ごし方 暖房器具の安全な使い方

火事の怖さと防止策
冬休みの安全な過ごし方

防災訓練（全学年）
集団下校訓練を通して，通
学路内の危険箇所などに
ついて再確認する。

暖房器具の安全な使い方 避難訓練（全学年）
起震車体験で地震の揺れ
を体験し，初期避難行動の
大切さを学ぶ

高学年学年
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②中学校版 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度当初 　

国語 避難経路の確認
・書道室
・図書室

正確に伝えよう
・避難所では，いろいろな
人に情報を正確に提供す
る必要がある。

社会
地域の歴史
・『わたしたちのさがみは
ら』を活用し，地形や地域
の災害などを学ぶ。

日本の歴史
・関東大震災や阪神大震
災などの記録

スクラップブック
・災害から立ち直ろうとす
る地域の人の取り組みに
ついて切り抜きを集めてま
とめる。

数学 避難経路の確認
・少人数教室

文字式の計算
・雷が光ってから音が鳴る
までの時間差から，落雷地
点までの距離を推測する。
・津波の到達予想時間を計
算する。

比例と反比例
・地震のS波，P波の速度グ
ラフから，震央からの距離
を求める

理科 避難経路の確認
・第一理科室
・第二理科室

ガスバーナーの使用
・火災の防止
・火災発生時の消火

エネルギーの変換
電気のおこしかた。

音楽 避難経路の確認
・音楽室

東日本大震災復興曲（全
学年）
心を込めて歌うことで犠牲
者への哀悼の気持ちを表
現する。

協和音と不協和音
・緊急地震速報の音はな
ぜ不気味に聞こえるのか。
・ハザード音を作ってみよ
う。

美術 避難経路の確認
・美術室

レタリング
・緊急性を伝える文字のデ
ザインについて。

色彩について
・危険箇所を黄色と黒色で
表す理由
・非常口は日本以外でも白
色度緑色を使っている。

保健 避難経路の確認
・保健室

ストレスへの対応
・避難所での慣れない集団
生活や，環境の変化による
ストレスが問題となってい
る。

自然災害
・一次災害と二次災害
・身の安全の確保
・避難方法
・二次災害への心構え

体育
避難経路の確認
・校庭
・体育館
・プール

体操（全学年）
・いつでもどこでもできる運
動

集団行動（全学年）
・災害時の行動に結び付け
る。

プール授業（全学年）
・AEDの場所の確認
・AEDについて
・着衣泳

技術
避難経路の確認
・木工室
・金工室
・PC室

強い構造
・耐力壁や筋交いは耐震
構造として利用されてい
る。
・スカイツリーは東日本大
震災当日も倒れなかった。

生物育成
・東日本発生後，食糧不足
になるという噂が流れ，
スーパーやコンビニで食料
を買いだめする人が殺到し
た。

材料の種類と性質
・燃えにくい材料など，危険
ではない材料について学ぶ

エネルギー変換
・東日本大震災ではガソリ
ン不足のためガソリンスタ
ンドに長い行列ができた。

家庭 避難経路の確認
・被服室
・調理室

調理実習
・非常時でも食べられるメ
ニューについて考える。

非常食
・アルファ米などの非常食
について知る。

非常食
・アルファ米などの非常食
について知る。

外国語 避難経路の確認
・少人数教室
・LL教室

英語圏の文化
・看板などの写真を見比
べ，日本とのデザインの違
いなどを学ぶ。

道徳
思いやりの心
・避難所で生活をすること
になったときの，他者との
関わりを考える。

優しい心
・人に優しく接することの大
切さを学ぶ。

規律を守る
・集団生活を送る上でのき
まりを守ることの大切さを
学ぶ。

生命尊重
・人間だけでなく，ペットや
家畜などに対しても優しい
心をもつ。

総合的な
学習の時

間
サツマイモの収穫
・サツマイモを使った簡単
な料理レシピを考える。

新聞づくり
・避難所で生活をしていた
小学生が自分たちで壁新
聞を作り，話題となった。

福祉体験（全学年）
・車いす体験を通して，避
難所でのけが人の介助に
役立てる。

創作ゲーム
・身近にあるものを使って
ゲームを考える。ルールも
皆で考える。

特別活動 避難経路の確認
・学級教室
・視聴覚室

安全行動を考えよう
・（★授業実践例P.20～）

野外体験教室
・宿泊場所の避難経路を自
主的に確認する。
防災訓練（全）
・引き渡し訓練の意義と，
帰宅後に避難場所などに
ついて家族で話し合う。

体育大会への取り組み（全
学年）
・集団での行動で必要な心
構えや態度などを学ぶ。

遠足
・鎌倉の避難所などを事前
に調べる。

１学年
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２学年

地殻変動
・地震の仕組み
・火山の仕組み

化石燃料
・東日本大震災ではガソリ
ンが不足し，給油のために
長い行列ができた。

復興曲合唱（全）
・３．１１に合唱をし，復興を
願う。

防災ポスター
・防災ポスターを作成し，意
識を高める。

自然災害による障害の防
止
・自然災害への対策
・非常時のための心構え

応急手当て（全学年）
・意義と方法
・対応方法
・ケガの手当て

柔道（全学年）
・身のこなし（ケガを防止す
るための受け身）

器械体操（全学年）
・身のこなし

持久走（全学年）
・避難場所まで走り抜ける
だけの体力を養う

情報伝達の仕組み
・相模原ひばり放送や防災
無線の仕組み

発電の仕組み
・地震に強い発電，送電の
仕組み

ダイナモの仕組み
・人力で電気を発生させる
ダイナモを使った製品の製
作

工具の扱い方（全学年）
・人に刃を向けない，刃の
進む方向に人がいないか

住環境
・部屋の間取りと建具の場
所
地震で倒れないようにする
工夫。

幼児との関わり
・避難所での生活におい
て，幼児と関わりを持ち，幼
児の不安感などを和らげる
手だてを考える。

福祉体験（全学年）
・車いす体験を通して，避
難所でのけが人の介助に
役立てる。

ボランティア活動
・地域ボランティアに参加
し，人のため，地域のため
に貢献する喜びを味わう。

協力する心
・集団で行動するときに，
互いに力を出し合い一つの
ことを成し遂げる達成感に
ついて考える。

東日本大震災（全学年）
・３．１１に黙祷を捧げ，犠
牲者の冥福を祈る。

職場体験
・避難場所の確認
・事業所における防災の取
り組み

防災ポスター
・防災ポスターを作成し，意
識を高める。

情報収集の手立て
・非常時に最新の情報を自
ら得るための手段について
考える。

けが人の対処（全学年）
・担架，AED，簡易テーピン
グの実習

防災訓練（全学年）
・集団下校訓練を通して，
通学路内の危険箇所など
について再確認する。

小６生，中学校訪問（全学
年）
・小学生との関わり方，接し
方について学ぶ。

地域の防災訓練（全学年）
・地域避難所になったとき
の対応について。
・非常用設備の使用方法。

修学旅行
・宿泊場所の避難経路を自
主的に確認する。

避難訓練（全学年）
・起震車体験で地震の揺
れを体験し，初期避難行動
の大切さを学ぶ

東日本大震災（全学年）
・３．１１に黙祷を捧げ，犠
牲者の冥福を祈る。

３学年
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(2)授業実践 
本研究では、〈子どもたちにつけたい力〉①

「災害発生時に、自ら危険を予測し、回避す
る主体的に行動する力」をキーワードとして、
小学校では総合的な学習の時間、中学校では
特別活動の時間の中で防災教育に特化した内
容の授業を実践した。 

これらの時間の中で、児童・生徒のつぶや
きや感想をまとめ、〈子どもたちにつけたい
力〉の高まり具合を把握することとした。 
①小学校での実践 
1）教科・学年 

  総合的な学習の時間 小学４年生 

2）単元名 

  学校や地域の安全を点検しよう 

3）単元の目標 

〈課題設定の力〉 

学校をパトロールして、校内の危険な
場所について考えをまとめる 

〈情報収集の力〉 

地域をパトロールして、防災マップを
つくり、地域の危険な場所や避難場所に
ついてわかったことをまとめ発信する。 

〈将来展望の力〉 

日常生活の様々な場面で発生する災害
の危険を知り自分の行動を想定する。 

4）児童の実態 

  本学級の児童は「大地震はこわい」とい
う意識をもっている。東日本大震災の翌日
明け方まで停電した地域で、余震を恐れ、
不安な夜を過ごしたからである。 

  地域の避難場所の位置を知っている児童
は７人、家庭で避難場所を決めている児童
は１８人、家庭で防災に対する備え（水や
食糧）をしている児童は１０名であるなど、
防災意識は、あまり高くない。  

また、避難訓練等でも、自分で危険を予
測して行動をしたり、自分で考えて避難を
したりする児童は少ない。 

 

5)教材について 
 本単元は、自分たちで学校や地域をパト
ロールすることを通して、危険箇所を見つ
けたり、避難場所を確認したりしながら防
災マップにまとめるという活動が中心であ
る。マップにまとめた情報を共有・発信す
ることを通して、防災意識を高め、危険予
測の能力を高めることをねらって設定した。 

  マップづくりを通して調べたことやわか 
ったことに関しては、できる範囲ではある 
が、危険物を移動したり、固定したりする 
などすることを通して上記の目標を達成し 
たい。 

6)単元指導計画について 
〈第１次〉 

校内を巡り防災マップをつくる。これは、 
今後の活動の元になるので、教師も積極的
に関わりながらマップづくりに必要な視点
などを押さえ、その際には、危険箇所だけ
でなく、避難所や防災備蓄倉庫などの設備
や施設にも着目させた。 

〈第２次〉 
学んだことを元にマイ避難バッグをつく 

る活動を取り入れた。ここでも、実際に避
難バッグをづくり、学んだことを生かす活
動に取り組んだ。 

〈第３次〉 
第１次のマップづくりの経験を生かし、

学区全体に範囲を広げてマップづくりを行
った。 

完成した防災マップは、コンクール（小
学生のぼうさい探検隊マップコンクール日
本損害保険協会）に出品するという目標を
提示することで、よりよいマップづくりを
しようという意識を高めた。 

〈発展〉 
 実際に、非常食を食べるなど、避難生活
を体験させた。 
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7）単元指導計画（全２６時間） 
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8）授業展開 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◇ねらい 

 ・友達の発表を聞いたり、自分たちの作った防災マップ（図８）を発表したりすることを通
して、学校の危険な箇所について知り、どのような対策や行動をとればよいか考える。 

 ◇実施日 平成２５年１１月２６日 
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9）授業を終えて 
◆子どもたちが発見した危険なもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆校長先生への提言 
 
 
 
 
 
 
 
◆児童の感想         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆地域の防災マップ（図８） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

今日はお忙しい中お時間を頂き有り難うございました。私たち４年２組は、総合の学習で校内を見回って防災点
検を行い、わかったことを防災マップにまとめました。その結果、次のような危険が見つかりました。 
 ガラスと蛍光灯は、割れたりするので危ないです。竹馬・一輪車などは、避難するときの邪魔になります。スク
リーン、扇風機は、落ちてきたりするので危険です。オルガン、棚は倒れてくるので、下敷きになってしまうと怪
我をする恐れもあります。 
 そして、私たちはこれらの問題をどうしたらよいか話し合って、解決策を考えてみました。ガラスは、防火ガラ
スにする。蛍光灯はＬＥＤのプラスティック製にする。扇風機は、下に置くようにする。スクリーンは使ってない
ので外す。給食台はブレーキをつけるなどの方法を考えました。 

学校の防災マップと外の防災マップでいろいろなところに
危ないところとか防災の設備があることがわかって良かったで
す。本当に強い地震が来たときは防災マップを含めて動きた
いです。 

マップ作りをやってこんなに危ない場所があるんだとわかっ
た。安全な場所もよくわかった。 

防災リュックについてやったときは、改めて防災リュックの中
身について見直そうと思った。 

外に防災の倉庫とかあるとは知らなかったから、遊びに行く
ときにそういうのを見つけていきたい。

防災マップはいざというときに大切だと思う。だって防災マ
ップがあったら安心して行動できるし、助かる。 

もしもの時のことが勉強になってすごく良かった。危険な所
とか、危険なものとかがわかってとても良かった。身近に危険
がいっぱいあってすごく危ないんだと思った。 
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②中学校での実践 

1）教科・学年 

特別活動 中学１学年 

2）単元名 

地震の揺れから身を守るための安全行動
や日ごろの備えを考えよう 

3）単元の目標 

・地震の揺れから身を守るための基本的な
安全行動を確認する。 

・危険を予測しながら話し合い、身を守る
ためにより適切な行動を考える。 

・普段から危険を予測し、あらかじめ危険
を排除することの大切さに気付く。 

4）生徒の実態 

  本学級の生徒は東日本大震災時小学４年
生であった。当時１つの小学校は参観日で
あったため、校庭への避難後、すぐ帰宅で
きた生徒がいる一方で、保護者が帰宅困難
となり引取りができず、学校で長時間保護
者を待ち続けた生徒もいる。 

  そのため、現在では中学校の避難訓練に
おいて、防災ずきんの忘れも少なく、指示
に従って騒がずに行動できる。 

しかし、中には机の下にもぐらずに周り
の様子を見ていたり、防災ずきんをかぶる
ことを恥ずかしがったりする生徒や、真剣
さや緊迫感がなく、ただ訓練に参加してい
るだけと見受けられる生徒も少なくない。
そうでない生徒でも、普段は防災ずきんを
イスにつけず、ロッカーに置いているなど、
防災意識は高いとは言えない。 

  抜き打ちで行った避難訓練では、「グラウ
ンドにいたため何もしなかった」という生
徒や、「何をしてよいかわからなかった」と
いう生徒、「周りの様子を見て行動した」と
答える生徒もおり、自ら危険を予測して行
動する力が不足している生徒がいる。 

 

 

 

5）単元設定の理由 

調理室での実習中に地震が発生したこ
とを想定して、自分にどのような危険がせ
まるかを予想させる。これを、普段は見過
ごしている様々な「危険」を考える機会と
し、その危険に対してどのような安全行動
をとるべきかを考えさせたい。さらに、地
震発生から強い揺れが来るまでの短い時
間の中で何を優先して行動するかべきか
をグループで話し合わせることを通し、危
険に対する個々の認識の違いを知り、より
適切な行動を考えさせることをねらい、こ
の題材を設定した。 

6）指導にあたって 

第１次（１学期）は、基本的な安全行動
を映像資料や、市教育委員会が配付した資
料「地震～その時私たちは～」を利用して
確認した。特別教室や廊下、階段、グラウ
ンドなど普通教室以外で地震の揺れを感じ
たらどう行動すべきか確認し、基本的な安
全行動の知識定着を図った。      

また、教室配置や避難経路などを確認し、
新学期当初に行われる避難訓練にも絡め、
新しい環境でも避難が円滑にできることを
ねらった。 

第２次（２学期）は、通常の避難訓練で
は、ほとんど扱われていない状況を設定し、
より実践的に「危険」を考える機会とした。
また、その危険に対する対処方法を話し合
い、その行動は、状況に応じて異なること
に気付かせる。更に、抜き打ちで行われる
避難訓練を実践の場とし、知識の定着を図
った。 

第３次（３学期）は、校内各所において
「危険な場所・もの」を考え、安全のため
に、何をすべきかを話し合わせた。実践の
場として清掃活動とも絡め、環境整備にお
いて、あらかじめ危険を予測し排除するこ
との大切さに気付かせた。 
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7）単元指導計画（全３時間） 
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8)授業展開 

◇主題名 「地震だ！ その時どうする」 

◇ねらい 単元指導計画 参照 
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9)授業を終えて 
◆生徒が考えた主な危険と対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆安全行動をより具体的に考えるために 

 

 地震の揺れを感じてから大きな揺れが始ま
るまでの時間は長くない。その中で種々の危
険を予測できても、すべてを回避することは
不可能な場合がある。様々な危険が生じる中
で何を最優先にして行動するかが重要である。   

また、ここでいう基本的な安全行動とは、
「安全な場所（物が落ちてこない、倒れてこ
ない、移動してこない場所）に移動する」「姿
勢を低くして身を守る」ことであるが、どこ
が安全なのかは、状況に合わせて自分で判断
する必要がある。これに気付かせるために、
廊下側のグループと窓側のグループからそれ
ぞれ挙がった「危険なもの」を整理して示し、
同じ教室内でも、どの位置にいたかによって
取るべき行動が異なる点に着目させた。 

 

◆生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆考察 

 

 防災訓練後、生徒を対象に取ったアンケー
トの回答に「周りの人が行動するのを見て行
動した。」という答えが目立った。 

今回の授業の感想からも、同じ場所にいれ
ば同じ行動をとるはず、と考える生徒がいる
ことがわかる。これは、率先して安全行動を
とることを妨げる１つの原因になると考える。 
危険を予測し自ら判断して行動できるように
するためには、同じ場所にいても、地震の揺
れから身を守るために取るべき行動は、周囲
の状況に応じて違うということを理解させる
ことが大切なのだと考える。合わせて、状況
に応じて、人と異なる行動をとる勇気を育て
る必要もある。 
 
 

意外に多く危険が潜んでいるから、細かいところ
まで注意しないといけないんだなと思った。 

普段は、ほぼ安全な道具や家具も地震が来たとき
に危険なものに変わり、しかも、今いる周りにたく
さんあることに驚きました。 

調理室には、いろいろな危ないことがあるのは知
っていたけど、班の人たちで話し合ってみて、調理
中などの時の行動は考えたことがなかった。

同じ教室の中でも、やることが違うっていうこと
を、今日勉強して初めて知った。 

同じ教室にいても、窓側や廊下側で近くにあるも
のが違うので、要所、要所で対応を変えていかなき
ゃいけない。 

危ないものや、その時に応じてできる行動を班で
考えてみて、１つの部屋の中でも危険なものは様々
と知り、驚きました。 

いつ地震が来ても、どこで地震が来ても安全に対
応できるように、もう一度見直してみようと思いま
した。 
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Ⅲ 成果と課題 
 

１ 防災組織 
 
これまで、多くの学校で防災に関わる職務

は安全主任が一人で担当している学校が多か
った。しかし、安全主任は地震だけでなく風
水害・不審者等、対応しなければならない問
題が多岐にわたる。多くの職員を含んだ防災
組織にすることで、少しでも防災教育を充実
させること、同時に職員の防災意識を高める
ことができたのではないかと考える。さらに、
(2)の地震後の組織を作成したことにより、万
が一、大きな地震が起こったとき、初期対応
や、その後の安否確認など、具体的な行動指
針を立てられたことは大きな価値があったと
思う。 
 
２ 防災訓練 

 
(1)小・中合同引き渡し訓練 

中学校区合同で引き取り訓練を行うことで、
私たち教員にとっても、保護者にとっても緊
急時にどのような対応となるのかを学校・保
護者で共有できる機会となった。特に、小学
校・中学校それぞれに、子どもを通わせてい
る保護者にとっては、先にどちらの学校に迎
えに行くのが効率的か確認することができた
と思う。何より、子どもたちにとって、東海
地震がそう遠くない将来、発生するかもしれ
ないと考えられていることに触れる貴重な機
会となった。 
 
(2)消防署との抜き打ち訓練 

本実践のねらいとして「地震発生時、状況
に応じて安全な場所に避難し、自分の身を守
ることができる」とした。事前指導において
「安全な場所」とはどこを指すのかを具体的
に指導をした。その結果、事後に行ったアン
ケート（対象５・６年）では、「安全な場所を

見つけることができましたか」という問いに
対し、ほぼすべての児童が「できた」と回答
した。これは、これまで児童にとって十分な
指導ができずに行ってきた避難訓練と比較し、
明確な判断基準があった成果だと考えられる。
これからも、地震で揺れているときには、「安
全な場所に移動する」「安全姿勢をとる」とい
うことを徹底していきたい。 

本実践では、消防署から消防隊員の方を派
遣していただき、児童に避難の仕方を指導し
ていただく機会を設けた。「実際に激しい地震
が起こったときには、物が落ちてくる可能性
があること」「防災頭巾で頭を守ること」「防
災頭巾がない場合は、ランドセル・体育着袋・
教科書・ノートでも頭を守ることができるこ
と」を指導していただいた。これまでも、職
員から指導していた内容ではあったが、消防
隊員の方からお話しいただいた言葉には重み
があり、児童にとって改めて理解を深める機
会となった。 
 
(3)避難所運営訓練 

避難所運営訓練に参加した多くの住民をは
じめ、若草中教職員および生徒は、避難所運
営に必要な物資の保管場所や物品の種類、保
管数など基本的な情報を得ることとなった。  

また、設備品の運用についても学ぶことで、
発災時においても、あわてずあせらずスムー
ズに運用する自信の向上へつながった。 

今後は、より多くの教職員が継続して訓練
に参加し地域との連携を強めることで、災害
時により円滑に対応するようになると考える。 

また、より多くの生徒が訓練に参加するこ
とで、地域の防災や災害時のボランティア活
動に進んで参加しようとする意欲の向上につ
ながると考える。 
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３ 防災教育 
 

(1)各教科等との関連 
 
各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の

時間における防災教育の内容の体系化を図り、
年間指導計画を作成するにあたり、各教科の
指導担当教諭にさまざまなアイディアを出し
ていただけたことで、教職員の防災に対する
意識を高めることができた。 
 また、防災教育に関する内容を各教科等の
年間指導計画に取り入れることで、日頃から
防災安全について意識する児童・生徒の育成
につながった。 
 しかし、防災教育とすべての教科等とを関
連付けることは難しい。教科によっては、各
単元・題材と防災教育とを関連付けるアイデ
ィアが出し切れていないものもある。 
 今後も、児童・生徒の防災意識の高揚のた
めにも、教育活動全体を通じて、計画的に防
災教育を進めるための方策を検討しまとめて
いく必要性を感じる。 
 
(2)授業実践 

 
①小学校での実践 
本研究授業実践は、総合的な学習の時間に

おいて、授業時数を充分に確保しじっくり取
り組めたので、児童は、普段何気なく歩いて
いるところにも、意外な危険を発見すること
ができたり、備蓄倉庫や避難場所など、これ
まで意識することない設備にも着目したりす
るようになった。 

この授業実践をとおして、子どもたちが、
日常生活の様々な場面で発生する災害の危険
を予測する力を身に付けたことや、地域の危
険な場所や避難場所、また、災害への日常の
備えなどに理解することができたことは、大
きな成果であると考える。 

しかし、実際の場面で、学んだことがどれ

だけ実行できるかは未知数である。学校の避
難訓練などを通して検証していく必要がある
と考える。地域で行われている避難訓練など
への積極的な参加もうながし、実体験を通し
て身に付けた力をいかにして伸長させるかが
今後の課題であると考える。 
  

②中学校での実践 
普段の避難訓練では扱ったことのない状況

を設定して授業を行ったので、生徒の反応も
よく、熱心に考え話し合う様子が見られた。 

また、周囲の備品に触れたりしながら、自
分の思った行動が実際にできるかどうかを考
えたことで、他の教室でも同じように確かめ
る様子が見られ、地震発生時に起こりうる危
険を予想して、どのような安全行動をとれば
よいか、より適切な行動を考える意識を育む
こととなった。 

ただし、知識を持っていても、実践できな
ければ意味がない。実践の場としての避難訓
練は欠かせない。 

また、〈子どもたちにつけたい力〉の②「共
助、公助」の精神を育てるためには、校内だ
けでなく地域に視線を向けた取り組みが必要
であると考える。 

 
 

Ⅳ まとめ 
 
本研究は、〈子どもたちにつけたい力〉を育

むため、学校における「防災組織」「防災訓練」
「防災教育」の３点についての取り組みを実
践した。 

これらの実践から〈災害発生時に、自ら危
険を予測し、回避するための主体的に行動す
る力〉や〈安全で安心な社会づくりに貢献す
る「共助・公助」の精神〉の高まりを確かな
手応えとして感知できた。 

より充実させるために、「防災組織」の実践
においては、教職員の役割分担と責任を明確
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にし、日頃の防災教育の充実を図れる組織と
するとともに、緊急時の対応をスムーズに行
える校内組織として整備する必要があると考
える。 

「防災訓練」においては、抜き打ち訓練等
に緊急地震速報の報知音を利用した訓練を取
り入れ、より実践的で、より安全に対処でき
る訓練を検討し充実させていきたい。 

「防災教育」においては、各教科等の防災
教育にとどまることなく、防災訓練との関連
を図るなど教育活動全体において、より計画
的で実践的な防災教育を検討すべきであると
考える。 

我々の、研究員としての研究は、ひと区切
りとなるが、各学校における教職員としての
研究は、先の震災から学校現場で想定しなけ
ればならないことを学び、より充実したもの
となるよう進めていきたい。 

本研究が、各学校における防災教育の深化
充実に向けた取り組みの一助となり、児童・
生徒の防災意識や安全対応能力を一層高め、
まず自分の命を守り、次に身近な人を助け、
さらに地域に貢献しようとする意欲を育むた
めに、今後も取り組んでいきたい。 
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